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戦　　評

富山北部は、創部５年目で５年連続５回目の出場。④高藤を大会２日前の公式練習で肩脱
臼のアクシデントで欠き、７人のメンバーで試合に挑む。一方、長浜北星は、４年連続１５回目
の出場で、S５６’に優勝の経験がある。今大会は３年生が１人で２年生中心のチーム編成で
ベスト４を目指す。
１Ｐ　長浜５’５５’’に②田中が左からのミドルシュートで先制。両チームのターンオーバーが
続く。富山も反撃し、⑧境田が左からミドルシュートを決める。長浜のフローターディフェンスが
ナイスセーブ連続。富山退水から、⑫山口が追加得点。１ピリオド（１－２）　　２Ｐ　スローペー
スで展開。４’２９’’に長浜⑧清水がカウンターからワッンタッチシートを決め、引き離しにか
かる。さらに⑧清水連続で得点。長浜のプレスディフェンスが機能する。そして富山のペナル
ティーファールから長浜⑫山口が決める（１－６）。　　３Ｐ　　長浜は下がり目を敷き、フロー
ターを完全にマークする。しかし、２’３２’’富山③小杉が執念でフローティングシュートを決め
る。２’１５’’長浜退水、富山はすかさずタイムアウトを取り攻めるが得点出来ず。逆に長浜の
カウンターアタックから１’４９②田中が得点。富山も追いすがり、１’２８’’富山⑤布目がミド
ルのハーフループシュートを決める（３－７）。０’’長浜②田中がカウンターアタックで加点（３
－７）。　　４Ｐ　　６’１３’’富山⑦横井が永久退水。富山は交代がいないので、６人となってし
まった。その後、完全に長浜ペースになり、長浜は得点を続ける。しかし、富山も粘り、長浜の
マークが甘くなったところをついて、③小杉、②藤川が執念でゴールを奪った。４ピリオド（５－
１３）。
この試合は、長浜の中盤のプレスとゾーンディフェンスが有効に機能し、富山の攻撃を押さえ
ていた。長浜のカウンターの泳力も目に見張るものがあった。富山はシュート力があり、メン
バーが８人揃っていれば、もっと良い試合が出来た筈だ。
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